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Ⅰ 調査の概要 

 

１． 調査の目的 

本アンケート調査は、市民の定住に関する意識や希望を調査し、市民意識の把握、さら

には人口の将来展望及び総合戦略の策定に活用するため実施したものです。 

 

２． 調査の概要 

（１）調査概要 

 定住・Ｕターンに関するアンケート調査 

対象者 瀬戸内市へ転入後６年未満の市民 

配布数 200 通 

回収数 77 通 

回収率 38.5％ 

調査方法 郵送にて配布・回収 

調査日 令和６年７月 26日（金）～８月９日（金） 

 

（２）調査項目 

問１～問 10 属性について 

問 11～問 22 定住について 

 

（３）回答者の居住地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上段：件数、下段：構成比％） 

 

  

牛窓 鹿忍・千手 長浜
美和（西須
恵・東須
恵・飯井）

国府（牛
文・磯上・
福里・土
師）

行幸（福
岡・服部・
八日市・長
船）

77 7 3 3 1 38 2 16 20

100.0 9.1 3.9 3.9 1.3 49.4 2.6 20.8 26.0

邑久（尾
張・山手・
山田庄・豊
安）

福田（豆
田・福元・
百田・宗
三・福中）

今城（大
富・福山・
向山・北
島）

豊原（東
谷・豊原・
大窪）

本庄（本
庄・上山
田・下山
田）

笠加（上笠
加・下笠
加・箕輪・
北池）

玉津（尻
海・庄田）

裳掛（福
谷・虫明）

31 16 6 4 1 1 2 0 1 1

40.3 20.8 7.8 5.2 1.3 1.3 2.6 0.0 1.3 1.3

邑久地域 無回答

全  体 牛窓地域 長船地域
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【報告書の見方について】 

（１）集計は小数点以下第２位を四捨五入しています。したがって、回答比率の合計は必ず

しも 100％にならない場合があります。 

（２）２つ以上の回答を可能（複数回答）とした質問の場合、その回答比率の合計は 100％

を超える場合があります。 

（３）数表、図表、文中に示すＮは、比率算出上の基数（標本数）です。全標本数ベースを

示す全体を「Ｎ」、該当数ベースを「ｎ」で表記します。 

（４）設問に対する「異なった回答」を除外して集計しています。 

（５）図中において、見やすさを考慮し、回答割合が極端に少ない数値（例：0.0％、0.1％

など）は表記を省略している場合があります。 

（７）この他、個別の参照事項がある場合は、本報告書の該当箇所に適宜記載しました。 

（８）表中の「網掛け」は、各クロス集計（性別、年齢別など）の区分ごとで最も高い割合

を示しています。但し、回答数がｎ＝10 以下と回答が少ない項目、または回答率が

10％未満の項目については、網掛け及びコメントを省略しています。 
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Ⅱ 回答者の属性 

 

１．性別 

回答者の性別は、「男性」が 40.3%、「女性」が 57.1%と、「女性」の回答者が多くなってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．年齢 

回答者の年齢は、「30歳代」が 29.9%と最も多く、次いで「60歳代以上」が 19.5%、「10・

20 歳代」、「40歳代」が 16.9%となっている。 

性別では、男性は「60歳代以上」の割合が女性に比べ高く、女性は「30歳代」や「40歳

代」の割合が比較的高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

全  体 77

【性別】

男性 31

女性 44

16.9

19.4

15.9

29.9

25.8

34.1

16.9

6.5

25.0

11.7

9.7

13.6

19.5

35.5

9.1

5.2

3.2

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10・20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代以上 無回答

回答者数 = 77

0

男性

40.3％

女性

57.1％

答えたくない

1.3％

無回答

1.3％



4 

３．勤務形態 

回答者の勤務形態は、「正社員」が 46.8%と最も多く、次いで「学生、無職」が 23.4%、「パ

ートタイマー」が 15.6%となっている。 

性別では、男性は「正社員」の割合が女性に比べ高く、女性は「パートタイマー」の割合

が比較的高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

全  体 77

【性別】

男性 31

女性 44

46.8

61.3

38.6

2.6

4.5

7.8

12.9

4.5

15.6

27.3

1.3

2.3

23.4

25.8

22.7

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正社員 契約社員（嘱託社員を含む）

自営業 パートタイマー

アルバイト 派遣社員

学生、無職 無回答
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４．職業 

回答者の職業は、「その他サービス業」が 35.1%と最も多く、次いで「主婦（パートタイム

を含む）」が 16.9%、「商・工業」が 15.6%となっている。 

性別では、男性は「商・工業」や「無職」などが女性に比べて高く、女性は「主婦（パー

トタイムを含む）」や「その他サービス業」が比較的高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全
 
 
体

農
林
水
産
業

商
・
工
業

観
光
業

そ
の
他
サ
ー

ビ
ス
業

主
婦
（

パ
ー

ト
タ
イ
ム

を
含
む
）

公
務
員

無
職

学
生
、

そ
の
他

無
回
答

77 1.3 15.6 0.0 35.1 16.9 7.8 11.7 7.8 3.9

男性 31 3.2 29.0 0.0 25.8 0.0 9.7 22.6 6.5 3.2

女性 44 0.0 6.8 0.0 43.2 29.5 6.8 4.5 9.1 0.0

単位（％）

全  体

性
別

％

N = 77 1.3

15.6

0.0

35.1

16.9

7.8

11.7

7.8

3.9

0

10

20

30

40
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５．年収 

回答者の年収（平成 30年、税込）は、「500万円台」が 18.2%と最も多く、次いで「300万

円台」が 11.7%となっている。 

性別では、男性は収入「300 万円台」や「500 万円台」、「1,000 万円以上」などが女性に

比べ高く、女性は「200万円台」や「800万円台」以上が比較的高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

N = 77

5.2
6.5

7.8

11.7

6.5

18.2

9.1

6.5 6.5

1.3

7.8

13.0

0

10

20

全
 
 
体

０
～

9
9
万
円

1
0
0
万
円
台

2
0
0
万
円
台

3
0
0
万
円
台

4
0
0
万
円
台

5
0
0
万
円
台

6
0
0
万
円
台

7
0
0
万
円
台

8
0
0
万
円
台

9
0
0
万
円
台

1
,
0
0
0
万
円
以
上

無
回
答

77 5.2 6.5 7.8 11.7 6.5 18.2 9.1 6.5 6.5 1.3 7.8 13.0

男性 31 3.2 6.5 3.2 19.4 6.5 22.6 6.5 6.5 3.2 3.2 12.9 6.5

女性 44 6.8 6.8 11.4 6.8 6.8 15.9 11.4 6.8 9.1 0.0 4.5 13.6

単位（％）

全  体

性
別
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６．結婚の有無 

回答者の結婚の有無は、「既婚」が 70.1%と最も多く、次いで「独身（離別）」が 14.3%、

「独身（未婚）」が 13.0%となっている。 

 

  

 

 

 

 

  

回答者数 =

全  体 77

【性別】

男性 31

女性 44

70.1

58.1

79.5

13.0

16.1

11.4

14.3

22.6

9.1

1.3

3.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

既婚 独身（未婚） 独身（離別） 独身（死別）

その他 無回答
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７．家族構成 

（１）家族構成 

回答者の家族構成は、「親と子どもなど２世代同居」が 40.3%と最も多く、次いで「夫婦

のみ」が 28.6%、「単身」が 14.3%となっている。 

性別では、男性は「単身」や「その他」が女性に比べ高くなっており、女性は「夫婦のみ」

や「親と子供など２世代同居」が比較的高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）現在の子どもの数と年齢 

回答者の子どもの数は、「２人」が 32.5%と最も多く、次いで「０人」が 29.9%、「１人」

が 24.7%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 77

0

１人
24.7％

２人
32.5％

３人
10.4％

４人以上
0.0％

０人
29.9％

無回答
2.6％

回答者数 =

全  体 77

【性別】

男性 31

女性 44

14.3

22.6

9.1

28.6

29.0

29.5

40.3

29.0

47.7

6.5

6.5

6.8

6.5

9.7

4.5

3.9

3.2

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単身 夫婦のみ

親と子どもなど２世代同居 親と子どもと孫など３世代以上同居

その他 無回答
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８．住宅の種類 

回答者の住まいは、「持家（一戸建て）」が 72.7%と非常に最も多く、次いで「賃貸アパー

ト」が 13.0%となっている。 

性別では、男性は「貸し家（一戸建て）」が女性に比べ高くなっており、女性は「持家（一

戸建て）」が比較的高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全
 
 
体

持
家
（

一
戸
建
て
）

持
家
（

マ
ン
シ
ョ

ン
、

ア
パ
ー

ト
）

社
宅
（

一
戸
建
て
）

社
宅
（

マ
ン
シ
ョ

ン
、

ア
パ
ー

ト
）

公
営
住
宅

賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン

賃
貸
ア
パ
ー

ト

貸
し
家
（

一
戸
建
て
）

そ
の
他

無
回
答

77 72.7 2.6 0.0 2.6 0.0 2.6 13.0 5.2 0.0 1.3

男性 31 64.5 6.5 0.0 0.0 0.0 3.2 12.9 12.9 0.0 0.0

女性 44 79.5 0.0 0.0 4.5 0.0 2.3 13.6 0.0 0.0 0.0

単位（％）

全  体

性
別

％

N = 77

72.7

2.6 0.0 2.6 0.0 2.6

13.0

5.2
0.0 1.3

0

20

40

60

80
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Ⅲ 調査結果 

 

１．定住について 

 

（１）定住元 

問１１ あなたはどちらから転入されましたか。 

 

回答者の転入元は、「岡山県内」が 61.0%と最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）定住の時期 

問１２ あなたが瀬戸内市内に転入されたのはいつですか。 

 

回答者の転入時期は、「令和５年」が 24.7%と最も多く、次いで「平成 31年・令和元年」、

「令和３年」が 14.3%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 77

0

平成28年以前

1.3％

平成29年

0.0％ 平成30年

1.3％

平成31年・令和元

年

14.3％

令和２年

13.0％

令和３年

14.3％

令和４年

11.7％

令和５年

24.7％

令和６年

10.4％

無回答

9.1％

県 市町 回答者数 比率（％）

岡山市 26 33.8

備前市 7 9.1

倉敷市 6 7.8

玉野市 2 2.6

津山市 1 1.3

和気町 1 1.3

美咲町 1 1.3

早島市 1 1.3

浅口市 1 1.3

総社市 1 1.3

計 47 61.0

岡山県

回答者数 = 77

岡山県
61.0％

山口県
2.6％

島根県
1.3％

神奈川県
3.9％

兵庫県
3.9％

広島県
2.6％

東京都
5.2％

愛知県
1.3％

滋賀県
1.3％

香川県
3.9％

福岡県
2.6％

大阪府
2.6％

奈良県
1.3％ ベトナム

1.3％ 無回答
6.5％



11 

（３）転入理由 

問１３ 瀬戸内市への転入理由を教えてください。【複数回答可能】 

 

回答者の転入理由は、「「親や子どもと同居・近居（市内）するため」が 23.4%と最も多く、

次いで「家を建てるため」が 20.8%、「就職・就学・転勤のため」、「仕事場に近いため」が

11.7%となっている。 

性別では、男性は「就職・就学・転勤のため」や「親や子どもと同居・近居（市内）する

ため」、「仕事場に近いため」などが女性に比べ高くなっている。女性は「結婚のため」や「家

を建てるため」などが比較的高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

N = 77

6.5

0.0

5.2

1.3

11.7
9.1

23.4

20.8

11.7

6.5

1.3
3.9

1.3

5.2

0.0

6.5
3.9

5.2

14.3

7.8

0

10

20

30

全
 
 
体

気
候
が
温
暖
で
あ
る
た
め

特
産
品
が
豊
富
で
あ
る
た
め

子
ど
も
の
教
育
の
た
め

生
活
費
が
手
頃
で
あ
る
た
め

就
職
・
就
学
・
転
勤
の
た
め

結
婚
の
た
め

親
や
子
ど
も
と
同
居
・
近
居

（

市
内
）

す
る
た
め

家
を
建
て
る
た
め

仕
事
場
に
近
い
た
め

自
分
若
し
く
は
家
族
の

健
康
面
へ
の
配
慮

77 6.5 0.0 5.2 1.3 11.7 9.1 23.4 20.8 11.7 6.5

男性 31 9.7 0.0 0.0 3.2 16.1 0.0 29.0 16.1 19.4 6.5

女性 44 4.5 0.0 9.1 0.0 9.1 15.9 18.2 25.0 6.8 6.8

性
別

単位（％）

全  体

駅
が
多
く
電
車
通
勤
（

通
学
）

を
し
や
す
い
た
め

マ
イ
カ
ー

通
勤
を

し
や
す
い
た
め

医
療
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が

充
実
し
て
い
る
た
め

以
前
、

訪
れ
て
み
て

雰
囲
気
が
よ
か
っ

た
た
め

瀬
戸
内
市
に
や
っ

て
み
た
い

仕
事
が
あ
っ

た
た
め

生
活
ス
タ
イ
ル
を

変
え
る
た
め

知
人
の
勧
め

災
害
が
少
な
い
た
め

そ
の
他

無
回
答

1.3 3.9 1.3 5.2 0.0 6.5 3.9 5.2 14.3 7.8

男性 0.0 9.7 0.0 3.2 0.0 9.7 6.5 6.5 12.9 6.5

女性 2.3 0.0 2.3 6.8 0.0 4.5 2.3 4.5 15.9 6.8

性
別

単位（％）

全  体
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（４）検討した他の市町村 

問１４ 瀬戸内市を転入先に選ぶ際、検討した他の市町村を教えてください。 

【複数回答可能】 

 

回答者が瀬戸内市を転入先に選ぶ際、検討した他の市町村として、「他の市町村は検討し

なかった」が 48.1%と最も多く、次いで「岡山市」が 36.4%、「備前市」が 14.3%となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

N = 77

36.4

14.3
11.7

2.6 3.9 3.9
0.0

48.1

6.5

0

10

20

30

40

50
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（５）情報入手方法 

問１５ 瀬戸内市への定住に関する情報の入手方法を教えてください。【複数回答可能】 

 

回答者の情報入手方法は、「入手していない」が 41.6%と最も多く、次いで「家族・親戚の

話」が 24.7%、「友人・知人の話」が 11.7%となっている。 

性別では、男性は「ホームページ」や「その他」などが女性に比べ高くなっている。女

性は「入手していない」などが比較的高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全
 
 
体

家
族
・
親
戚
の
話

友
人
・
知
人
の
話

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

相
談
窓
口
（

移
住
・

定
住
に
関
す
る
組
織
）

パ
ン
フ
レ
ッ

ト

定
住
フ
ェ

ア
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト

入
手
し
て
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

77 24.7 11.7 9.1 2.6 1.3 1.3 41.6 9.1 5.2

男性 31 22.6 12.9 12.9 3.2 0.0 3.2 32.3 19.4 3.2

女性 44 25.0 11.4 6.8 2.3 2.3 0.0 50.0 2.3 4.5

単位（％）

全  体

性
別

％

N = 77

24.7

11.7
9.1

2.6 1.3 1.3

41.6

9.1
5.2

0

10

20

30

40

50
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（６）瀬戸内市を暮らしやすいと思う理由 

問１６ あなたが以前の居住地と比べて、暮らしやすくなったと感じることを教えてくだ

さい。【複数回答可能】 

 

回答者が考える瀬戸内市の暮らしやすい理由は、「気候など自然環境がよい」が 44.2%と

最も多く、次いで「買い物が便利」が 29.9%、「人情・人間関係がよい（友好的）」、「なん

となく」が 18.2%となっている。 

性別では、男性は「物価が安い」などが女性に比べて高く、女性は「人情・人間関係がよ

い（友好的）」や「交通の便がよい」、「子育てしやすい」などが比較的高くなっている。 

居住地域別は、回答数が非常に少ないため、次頁の表を参考にしていただきたい。 
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全
 
 
体

気
候
な
ど
自
然
環
境
が

よ
い

食
べ
物
が
よ
い

教
育
環
境
が
よ
い

物
価
が
安
い

人
情
・
人
間
関
係
が

よ
い
（

友
好
的
）

経
済
的
な
活
気
が
あ
る

魅
力
的
な
職
場
が
あ
る

働
き
や
す
い
環
境
が

あ
る

歴
史
や
文
化
財
に

魅
力
が
あ
る

町
並
み
・
景
観
が

美
し
い

都
会
的
な
魅
力
が
あ
る

住
環
境
が
よ
い

77 44.2 11.7 5.2 7.8 18.2 0.0 0.0 0.0 7.8 13.0 2.6 16.9

男性 31 45.2 9.7 0.0 12.9 12.9 0.0 0.0 0.0 6.5 12.9 0.0 19.4

女性 44 45.5 13.6 9.1 4.5 22.7 0.0 0.0 0.0 9.1 13.6 4.5 15.9

牛窓 3 66.7 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0

鹿忍・千手 3 100.0 33.3 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 66.7 0.0 33.3

長浜 1 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

邑久 16 37.5 12.5 6.3 6.3 6.3 0.0 0.0 0.0 12.5 6.3 6.3 31.3

福田 6 50.0 33.3 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7

今城 4 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

豊原 1 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

本庄 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0

笠加 2 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

玉津 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

裳掛 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

美和 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

国府 16 37.5 0.0 6.3 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 6.3 6.3 0.0 12.5

行幸 20 45.0 10.0 5.0 10.0 25.0 0.0 0.0 0.0 5.0 15.0 5.0 20.0

全  体

性
別

居
住
地
域
別

単位（％）

交
通
の
便
が
よ
い

下
水
道
な
ど
生
活

環
境
が
よ
い

買
い
物
が
便
利

文
化
的
刺
激
が
豊
富

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ジ
ャ
ー

施
設
が
多
い

文
化
教
室
な
ど

学
習
機
会
が
多
い

余
暇
が
楽
し
め
る

高
齢
者
福
祉
が
充
実

子
育
て
し
や
す
い

な
ん
と
な
く

そ
の
他

無
回
答

13.0 1.3 29.9 0.0 2.6 2.6 6.5 0.0 14.3 18.2 6.5 7.8

男性 6.5 0.0 32.3 0.0 6.5 0.0 9.7 0.0 6.5 12.9 9.7 6.5

女性 18.2 2.3 29.5 0.0 0.0 4.5 4.5 0.0 20.5 22.7 4.5 4.5

牛窓 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 0.0

鹿忍・千手 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

長浜 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

邑久 12.5 0.0 37.5 0.0 0.0 6.3 12.5 0.0 12.5 6.3 6.3 12.5

福田 16.7 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 16.7 16.7 0.0 0.0

今城 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

豊原 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

本庄 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

笠加 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0

玉津 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

裳掛 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

美和 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

国府 25.0 0.0 31.3 0.0 0.0 6.3 6.3 0.0 18.8 12.5 0.0 12.5

行幸 10.0 5.0 45.0 0.0 10.0 0.0 5.0 0.0 20.0 30.0 5.0 5.0

全  体

性
別

居
住
地
域
別

単位（％）
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（７）瀬戸内市を暮らしにくいと思う理由 

問１７ あなたが以前の居住地と比べて、暮らしにくくなったと感じることを教えてくだ

さい。【複数回答可能】 

 

回答者が考える瀬戸内市の暮らしにくい理由は、「交通の便がよくない」が 45.5%と最も

多く、次いで「都会的な魅力がない」が 28.6%、「買い物が不便」が 27.3%となっている。 

性別では、男性は「経済的な活気がない」や「都会的な魅力がない」、「買い物が不便」な

どが女性に比較して高く、女性は「魅力的な職場がない」や「下水道など生活環境が悪い」、

「スポーツ・レジャー施設が少ない」などが比較的高くなっている。 

居住地域別は、回答数が非常に少ないため、次頁の表を参考にしていただきたい。 
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＊居住地の詳細は、P-1 (3)回答者の居住地域参照 

  

交
通
の
便
が
よ
く
な
い

下
水
道
な
ど
生
活

環
境
が
悪
い

買
い
物
が
不
便

文
化
的
刺
激
が
と
ぼ
し

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ジ
ャ
ー

施
設
が
少
な
い

文
化
教
室
な
ど
学
習

機
会
が
少
な
い

余
暇
が
楽
し
め
な
い

高
齢
者
福
祉
が
不
十
分

子
育
て
し
に
く
い

な
ん
と
な
く

そ
の
他

無
回
答

45.5 11.7 27.3 7.8 16.9 2.6 9.1 6.5 6.5 5.2 11.7 9.1

男性 45.2 6.5 32.3 6.5 12.9 3.2 3.2 9.7 6.5 3.2 9.7 6.5

女性 45.5 15.9 25.0 9.1 20.5 2.3 13.6 2.3 6.8 6.8 13.6 9.1

牛窓 66.7 0.0 100.0 33.3 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0

鹿忍・千手 100.0 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0

長浜 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

邑久 43.8 0.0 18.8 18.8 31.3 6.3 12.5 6.3 6.3 6.3 12.5 12.5

福田 33.3 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7

今城 50.0 0.0 50.0 0.0 25.0 0.0 25.0 50.0 0.0 25.0 0.0 0.0

豊原 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

本庄 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

笠加 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0

玉津 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

裳掛 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

美和 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

国府 37.5 18.8 18.8 0.0 12.5 0.0 0.0 6.3 12.5 0.0 12.5 12.5

行幸 35.0 20.0 15.0 5.0 15.0 0.0 5.0 5.0 0.0 10.0 10.0 5.0

単位（％）

全  体

性
別

居
住
地
域
別

全
 
 
体

気
候
な
ど
自
然
環
境
が

よ
く
な
い

食
べ
物
が
よ
く
な
い

教
育
環
境
が
よ
く
な
い

物
価
が
高
い

人
情
・
人
間
関
係
が

よ
く
な
い
（

排
他
的
）

経
済
的
な
活
気
が
な
い

魅
力
的
な
職
場
が
な
い

働
き
や
す
い
環
境
が

な
い

歴
史
や
文
化
財
に

魅
力
が
と
ぼ
し
い

町
並
み
・
景
観
が

美
し
く
な
い

都
会
的
な
魅
力
が
な
い

住
環
境
が
よ
く
な
い

77 6.5 1.3 3.9 9.1 9.1 14.3 16.9 11.7 1.3 2.6 28.6 5.2

男性 31 6.5 3.2 6.5 6.5 9.7 19.4 12.9 9.7 0.0 6.5 32.3 9.7

女性 44 4.5 0.0 2.3 9.1 6.8 11.4 20.5 13.6 2.3 0.0 27.3 2.3

牛窓 3 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

鹿忍・千手 3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 66.7 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

長浜 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0

邑久 16 0.0 6.3 0.0 0.0 12.5 18.8 18.8 12.5 6.3 6.3 31.3 6.3

福田 6 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0

今城 4 50.0 0.0 0.0 25.0 25.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 50.0 50.0

豊原 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

本庄 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

笠加 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

玉津 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

裳掛 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0

美和 2 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

国府 16 6.3 0.0 6.3 12.5 6.3 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 18.8 6.3

行幸 20 10.0 0.0 5.0 5.0 0.0 5.0 15.0 5.0 0.0 5.0 40.0 0.0

単位（％）

全  体

性
別

居
住
地
域
別
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（８）暮らしやすさの評価 

問１８ あなたにとって、瀬戸内市は暮らしやすい場所ですか。 

 

回答者にとっての瀬戸内市の暮らしやすさは、「やや暮らしやすい」が 42.9%と最も多

く、次いで「暮らしやすい」が 33.8%、「やや暮らしにくい」が 14.3%となっている。「暮

らしやすい」と「やや暮らしやすい」を合わせると 76.7%となっている。 

性別では、男性で「暮らしやすい」が女性より高くなっている。 

居住地域別は、回答数が非常に少ないため、下図を参考にしていただきたい。 

＊居住地の詳細は、P-1 (3)回答者の居住地域参照 
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（９）瀬戸内市の物足らなさ 

問１９ 実際に瀬戸内市で暮らしてみて、イメージと違って物足りなかった点があれば教

えてください。【複数回答可能】 

 

回答者が考える実際に瀬戸内市で暮らしてみて、イメージと違って瀬戸内市の物足らな

かった点は、「飲食施設が少ない」が 53.2%と最も多く、次いで「買い物ができる施設が少

ない」、「安心して頼れる病院・福祉施設が少ない」が 32.5%となっている。 

性別では、男性は「買い物ができる施設が少ない」が比較的高くなっている。女性は「職

場がない」「公園整備が不十分」が男性より高くなっている。 

居住地域別は、回答数が非常に少ないため、次頁の表を参考にしていただきたい。 
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＊居住地の詳細は、P-1 (3)回答者の居住地域参照 

  

全
 
 
体

自
然
環
境
が
よ
く
な
い

教
育
環
境
が
良
く
な
い

物
価
が
高
い

人
間
関
係
が
よ
く
な
い

職
場
が
な
い

働
き
や
す
い
労
働

環
境
が
な
い

ま
ち
が
賑
わ
っ

て
い
な
い

交
通
の
便
が
よ
く
な
い

下
水
道
な
ど
生
活
環
境
が

よ
く
な
い

77 0.0 1.3 5.2 5.2 14.3 5.2 16.9 26.0 6.5

男性 31 0.0 0.0 6.5 6.5 0.0 0.0 16.1 29.0 3.2

女性 44 0.0 2.3 2.3 2.3 25.0 9.1 15.9 25.0 9.1

牛窓 3 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3 33.3 66.7 0.0

鹿忍・千手 3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3 100.0 0.0

長浜 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

邑久 16 0.0 6.3 0.0 0.0 18.8 6.3 25.0 31.3 0.0

福田 6 0.0 0.0 0.0 16.7 33.3 0.0 16.7 0.0 0.0

今城 4 0.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 25.0 25.0 25.0

豊原 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

本庄 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

笠加 2 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

玉津 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

裳掛 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0

美和 2 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

国府 16 0.0 0.0 6.3 6.3 12.5 6.3 12.5 18.8 6.3

行幸 20 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 10.0 10.0 15.0

全  体

単位（％）

性
別

居
住
地
域
別

買
い
物
が
で
き
る

施
設
が
少
な
い

飲
食
施
設
が
少
な
い

安
心
し
て
頼
れ
る
病
院
・

福
祉
施
設
が
少
な
い

図
書
館
等
の
文
化
施
設
が

少
な
い

公
園
整
備
が
不
十
分

子
育
て
支
援
が

充
実
し
て
い
な
い

物
足
り
な
い
点
は

特
に
感
じ
な
い

そ
の
他

無
回
答

32.5 53.2 32.5 9.1 22.1 2.6 9.1 5.2 6.5

男性 38.7 48.4 29.0 6.5 9.7 0.0 9.7 9.7 3.2

女性 27.3 56.8 34.1 11.4 31.8 4.5 9.1 2.3 6.8

牛窓 100.0 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

鹿忍・千手 100.0 33.3 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

長浜 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

邑久 12.5 50.0 43.8 0.0 25.0 12.5 6.3 6.3 12.5

福田 33.3 33.3 33.3 16.7 0.0 0.0 0.0 16.7 16.7

今城 25.0 75.0 25.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

豊原 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

本庄 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

笠加 50.0 50.0 50.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

玉津 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

裳掛 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

美和 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

国府 25.0 56.3 18.8 18.8 18.8 0.0 18.8 0.0 6.3

行幸 30.0 65.0 25.0 10.0 25.0 0.0 10.0 10.0 0.0

全  体

単位（％）

性
別

居
住
地
域
別
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（１０）推薦の有無 

問２０ あなたは、瀬戸内市を居住地として、知り合いに勧めることができますか。 

 

回答者が瀬戸内市を居住地として、知り合いに勧めることができるかについて、「まあ

勧めることができる」が 51.9%と最も多く、次いで「あまり勧めることができない」が

27.3%、「勧めることができる」が 11.7%となっている。「勧めることができる」と「まあ勧

めることができる」を合わせると 63.6%となっている。 

性別の「勧めることができる」と「まあ勧めることができる」の合計は、男性が

64.6%、女性 65.9%で、女性がやや高くなっている。 

居住地域別は、回答数が非常に少ないため、下図を参考にしていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊居住地の詳細は、P-1 (3)回答者の居住地域参照  

回答者数 =

全  体 77

【性別】

男性 31

女性 44

【居住地域別】

牛窓 3

鹿忍・千手 3

長浜 1

邑久 16

福田 6

今城 4

豊原 1

本庄 1

笠加 2

玉津 0

裳掛 1

美和 2

国府 16

行幸 20

11.7

19.4

6.8

33.3

12.5

50.0

6.3

10.0

51.9

45.2

59.1

33.3

43.8

50.0

25.0

100.0

50.0

50.0

75.0

65.0

27.3

29.0

25.0

33.3

33.3

100.0

37.5

75.0

100.0

50.0

50.0

18.8

15.0

5.2

3.2

6.8

6.3

100.0

10.0

3.9

3.2

2.3

66.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勧めることができる まあ勧めることができる

あまり勧めることができない 勧めることができない
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（１１）推薦する点 

問２１ 知り合いに瀬戸内市を勧めるとしたら、どの点を勧めますか。【複数回答可能】 

 

回答者が考える知り合いに瀬戸内市を勧める点は、「温暖な気候や豊かな自然が多い」

が 50.6%と最も多く、次いで「岡山市との程よい距離」が 37.7%、「災害が少なく安全であ

る」が 23.4%となっている。 

性別では、男性は「交通機関が便利」などが女性に比較して高く、女性は「温暖な気候や

豊かな自然が多い」や「買い物等の利便性がよい」などが比較的高くなっている。 

居住地域別は、回答数が非常に少ないため、下表を参考にしていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊居住地の詳細は、P-1 (3)回答者の居住地域参照 

 

 

 

 

  

全
 
 
体

温
暖
な
気
候
や
豊
か
な

自
然
が
多
い

食
べ
物
が
お
い
し
い

学
校
教
育
が

充
実
し
て
い
る

家
賃
や
物
価
が
安
い

人
柄
の
よ
い
人
が
多
い

仕
事
が
多
い

交
通
機
関
が
便
利

買
い
物
等
の
利
便
性
が

よ
い

芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ

環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る

災
害
が
少
な
く

安
全
で
あ
る

岡
山
市
と
の
程
よ
い
距
離

子
育
て
し
や
す
い

勧
め
る
点
は
特
に
な
い

そ
の
他

無
回
答

77 50.6 9.1 2.6 13.0 11.7 0.0 5.2 13.0 2.6 23.4 37.7 9.1 6.5 1.3 5.2

男性 31 48.4 6.5 3.2 12.9 9.7 0.0 9.7 9.7 0.0 25.8 38.7 6.5 6.5 0.0 3.2

女性 44 54.5 11.4 2.3 13.6 13.6 0.0 2.3 15.9 4.5 22.7 38.6 11.4 6.8 2.3 2.3

牛窓 3 66.7 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

鹿忍・千手 3 100.0 33.3 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

長浜 1 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

邑久 16 43.8 6.3 0.0 0.0 6.3 0.0 6.3 12.5 6.3 25.0 37.5 0.0 6.3 6.3 0.0

福田 6 33.3 33.3 0.0 16.7 0.0 0.0 16.7 16.7 0.0 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0

今城 4 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 50.0 0.0 25.0 0.0 25.0

豊原 1 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

本庄 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

笠加 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

玉津 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

裳掛 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

美和 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

国府 16 56.3 0.0 0.0 18.8 12.5 0.0 0.0 25.0 6.3 18.8 25.0 12.5 6.3 0.0 12.5

行幸 20 45.0 5.0 10.0 20.0 20.0 0.0 10.0 15.0 0.0 30.0 50.0 20.0 10.0 0.0 0.0

性
別

居
住
地
域
別

全  体

単位（％）

％

N = 77
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9.1
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（１２）移住・定住についての自由意見 

 

問２２ 最後に、移住・定住について、あなたのご意見を回答用紙（自由意見欄）にお書き

ください。 【自由記述：回答用紙に記述ください】 

 

回答者 44人から、移住・定住について、瀬戸内市の現状に関する自由意見が 56（複数

回答）寄せられた。 

瀬戸内市のよいところを示した意見が９、よくないところ（改善希望）に対する意見が

43 件あった。 

よいところとして、「自然豊か」や「人情が豊か」との意見が多くあった。一方、よく

ないところとして、「公園・子どもの遊び場整備」、「道路・交通整備」、「飲食・買い物施

設等設備」やなどの意見が多かった。 

主な意見を以下に示す。 

 

・子どもが小さいので、室内で気軽に遊べる施設がもう少しあるとうれしい。 

・大学誘致には、公園の環境が必要。まずは公園を作るべきだ。雑木林、池、散歩道、と

自然な金のかからない公園である。その中に誘致する場所も作りたい。 

・全体的には、満足している。子どもが遊べる施設が充実すると、さらに子育てしやすく

なると思う。 

・私の住む地域は車に乗ることができなければ、生活ができない。どこに行くにも移動に

時間がかかるので不経済。若い子育て世代の移住なら自然豊かでよいのかもしれない

が、定年後の移住は、急性期病院もなくリスクが高いのですすめられない。 

・用水路が多く道幅も広くないため、子どもを安全に登下校させたり、遊ばせられる環境

ではないように感じる。瀬戸内市中心部から一歩はなれると車がなくてはどこに行くの

にも不便だと思う。 

・瀬戸内市内で完結が出来ず、岡山市内中心部に出て行かないといけないことが多い。ま

た、新築の戸建ても増えてきていて、これからも人口が増えていくと思うので、ぜひ瀬

戸内市内の土地を有効に活用して商業施設や、映画館の建設等、バイパス沿いに面して

いる良さをより一層発揮して、これからもすてきな瀬戸内市にしていってほしい。 

・下水道の整備を早く整えてほしい。買い物施設や飲食店など地域で偏りがあり、不便に

感じることがある。 

・外国の人も暮らしやすいグローバルな市になってほしいと思う。そうしたらもっと活気

も出るのではないだろうか。 

 

 

 
自然豊か 人情豊か その他

学校・
企業誘致

飲食・
買い物施
設等設備

公園・
子供の遊
び場整備

子育て
支援

道路・
交通整備

病院
居住支援

不足
イベント
・町内会

その他

意見の数 4 2 3 2 6 8 3 6 4 3 4 7

よいところ

項目

よくないところ


